
（別紙３）

～ 令和7年12月12日

（対象者数） １７名 （回答者数） １２名

～ 令和7年11月28日

（対象者数） ５名 （回答者数） ５名

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

・より個別化した環境調整。

2

・保護者面談の充実を図る。

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

・周知事項は全て書面で掲示する。

・業務時間内の時間捻出。

2

3

・お子さんの年齢に応じたグループ分けにより、小集団での支

援と個別の対応ができる。

・年齢に応じた視覚支援（スケジュール・手順書等）の活用及

び活動に合わせた環境調整。

・お子さん一人一人の課題を集団と個別に分けて設定。

・保護者同伴通園のため、困りごと等の相談に迅速に対応でき

る。

・定期的に保護者面談を実施。

・相談等があった場合、迅速に対応できる体制作り。

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

・職員の勤務体制が異なるため、共通理解するまでに時間を要

する。

・会議の持ち方と時間の捻出。

令和7年11月10日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和7年12月22日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

○事業所名 さくらんぼ（児童発達支援）

○保護者評価実施期間
令和7年12月1日

○保護者評価有効回答数

事業所における自己評価総括表公表


